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石
川
捷
治
教
授
は
、
一
九
四
四
年
一
〇
月
二
六
日
中
国
・
大
連
市
に
生
ま
れ
、
一
九
六
七
年
佐
賀
大
学
文
理
学
部
を
卒
業
後
、
九
州
大
学
 
 

大
学
院
法
学
研
究
科
修
士
課
程
（
公
法
・
政
治
学
専
攻
）
 
に
進
ま
れ
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
研
究
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ
る
故
具
島
兼
三
郎
教
授
に
師
 
 

事
さ
れ
て
、
一
九
二
〇
～
三
〇
年
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
治
史
の
研
究
を
始
め
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
同
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
課
程
 
 

（
単
位
取
得
退
学
）
、
同
大
学
法
学
部
助
手
を
経
て
、
一
九
七
三
年
新
設
の
北
九
州
大
学
（
現
北
九
州
市
立
大
学
）
法
学
部
専
任
講
師
に
任
用
 
 

さ
れ
、
一
九
七
五
年
に
は
同
大
学
助
教
授
に
就
か
れ
た
。
そ
の
後
、
一
九
七
八
年
九
州
大
学
法
学
部
に
政
治
史
・
外
交
史
講
座
担
当
の
助
教
 
 

授
と
し
て
転
任
さ
れ
、
一
九
八
九
年
同
講
座
教
授
に
就
任
さ
れ
、
政
治
学
専
攻
を
中
心
と
し
て
院
生
・
学
部
生
の
教
育
に
尽
力
さ
れ
、
こ
れ
 
 

ま
で
二
〇
名
以
上
の
研
究
者
を
養
成
さ
れ
た
。
 
 
 

こ
の
間
、
教
授
は
研
究
・
教
育
だ
け
で
な
く
、
学
内
行
政
に
も
力
を
注
が
れ
、
評
議
員
、
法
学
部
長
・
法
学
研
究
科
長
を
歴
任
、
二
〇
〇
 
 

〇
年
四
月
に
は
学
内
の
制
度
改
革
に
伴
い
、
初
代
の
法
学
研
究
院
長
・
法
学
府
長
に
就
任
さ
れ
た
。
ま
た
、
一
九
九
九
年
に
は
新
設
の
韓
国
 
 

研
究
セ
ン
タ
ー
長
に
併
任
さ
れ
、
日
韓
の
学
術
交
流
に
も
専
心
さ
れ
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
が
、
そ
の
定
評
あ
る
指
導
力
と
温
厚
な
人
柄
で
 
 

も
っ
て
、
国
内
外
関
係
者
の
深
い
敬
意
を
集
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
 
 
 

教
授
が
当
初
か
ら
取
り
組
ま
れ
て
い
る
研
究
テ
ー
マ
は
、
国
際
労
働
運
動
史
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
一
貫
し
て
、
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
統
一
戦
 
 

線
の
実
像
と
そ
の
成
立
要
因
の
理
論
的
解
明
が
追
究
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
分
析
視
角
か
ら
数
多
く
の
作
品
を
公
表
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
 
 

の
な
か
で
も
と
り
わ
け
定
評
が
あ
る
の
は
、
『
時
代
の
な
か
の
社
会
主
義
』
 
（
共
著
、
法
律
文
化
社
、
一
九
九
二
年
）
 
で
あ
り
、
同
書
は
長
年
 
 

の
研
究
の
結
晶
で
あ
る
。
 
 
 

ま
た
教
授
は
、
時
代
と
格
闘
さ
れ
た
恩
師
・
具
島
教
授
の
批
判
的
精
神
並
び
に
研
究
態
度
を
継
承
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
時
代
に
と
っ
て
最
 
 

重
要
な
政
治
的
争
点
に
も
学
問
的
関
心
を
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
故
、
教
授
は
研
究
領
域
を
単
に
政
治
史
研
究
に
と
ど
め
る
こ
と
な
く
、
 
 

ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
や
核
問
題
を
中
心
と
し
た
平
和
研
究
に
も
目
を
向
け
ら
れ
、
さ
ら
に
は
「
九
州
・
沖
縄
」
と
い
う
視
角
か
ら
の
地
域
 
 

研
究
並
び
に
日
韓
関
係
と
い
っ
た
観
点
か
ら
の
東
ア
ジ
ア
研
究
に
も
関
心
を
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
成
果
と
し
て
『
地
域
か
ら
問
う
国
 
 

家
・
社
会
・
世
界
』
 
（
共
編
著
、
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
）
、
『
終
わ
ら
な
い
二
〇
世
紀
』
 
（
共
編
著
、
法
律
文
化
社
、
二
〇
〇
三
年
）
 
 

を
出
版
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
間
、
政
治
学
の
教
育
方
法
論
に
も
深
い
関
心
を
向
け
ら
れ
て
お
り
、
初
学
者
向
け
の
テ
キ
ス
ト
『
自
分
か
ら
の
 
 

政
治
学
〔
改
訂
版
〕
』
 
（
共
編
著
、
法
律
文
化
社
、
一
九
九
九
年
）
 
は
、
版
を
重
ね
て
出
版
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

還
暦
を
迎
え
ら
れ
て
な
お
、
何
の
た
め
に
研
究
を
す
る
の
か
、
と
い
う
根
源
的
問
い
か
け
で
も
っ
て
研
究
・
教
育
に
従
事
さ
れ
て
い
る
教
 
 

授
の
い
っ
そ
う
の
ご
健
康
と
ご
発
展
を
祈
念
す
る
次
第
で
あ
る
。
 
 
 

九
州
大
学
教
授
 
石
川
捷
治
 
先
生
 
 



論
文
 
 
 

「
統
一
戦
線
理
論
の
形
成
過
程
1
《
労
働
者
政
府
論
》
を
中
心
と
し
て
ー
」
 
（
政
治
研
究
第
一
八
号
）
 
 
 

「
ワ
イ
マ
ー
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
危
機
と
統
一
戦
線
－
一
九
二
〇
年
の
反
カ
ッ
プ
闘
争
－
」
 
 

（
九
大
法
学
第
二
六
号
）
 
 

著
書
 
 
 

『
危
機
の
政
治
学
－
フ
ァ
シ
ズ
ム
論
と
政
治
過
程
』
 
（
共
編
著
）
 
 
 

『
一
九
三
〇
年
代
危
機
の
国
際
比
較
』
 
（
共
著
）
 
 
 

『
福
岡
県
評
三
十
年
史
』
 
（
共
同
執
筆
）
 
 
 

『
時
代
の
な
か
の
社
会
主
義
』
 
（
共
著
）
 
 
 

『
自
分
か
ら
の
政
治
学
』
 
（
共
編
著
）
 
 
 

『
自
分
か
ら
の
政
治
学
』
 
（
改
訂
版
）
 
 

『
終
わ
ら
な
い
二
〇
世
紀
－
東
ア
ジ
ア
政
治
史
一
八
九
四
～
』
 
（
共
編
著
）
 
 

『
地
域
か
ら
問
う
国
家
・
社
会
・
世
界
1
「
九
州
・
沖
縄
」
 
か
ら
何
が
見
え
る
か
』
 
（
共
編
著
）
 
 

ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
 
 

石
川
 
捷
治
教
授
 
著
作
目
線
 
 

昭
和
堂
 
 

法
律
文
化
社
 
 

福
岡
県
労
働
組
合
評
議
会
 
 

法
律
文
化
社
 
 

法
律
文
化
社
 
 

法
律
文
化
社
 
 

法
律
文
化
社
 
 

二
〇
〇
〇
年
 
 

二
〇
〇
三
年
 
 

一
九
七
三
年
 
 
 

一
九
七
〇
年
 
 

一
九
八
五
年
 
 

一
九
八
六
年
 
 

一
九
八
八
年
 
 

一
九
九
二
年
 
 

一
九
九
六
年
 
 

一
九
九
九
年
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「
政
治
危
機
と
統
一
戦
線
（
Ⅰ
）
－
一
九
二
三
年
の
ド
イ
ツ
（
革
命
）
－
」
 
 

（
北
九
州
大
学
法
政
論
集
第
一
巻
創
刊
号
）
 
 

「
政
治
危
機
と
統
一
戦
線
（
H
）
1
一
九
二
三
年
の
ド
イ
ツ
（
革
命
）
－
」
 
 

（
北
九
州
大
学
法
政
論
集
第
三
巻
二
号
）
 
 

「
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
第
五
回
大
会
の
再
検
討
～
統
一
戦
線
論
の
発
展
に
つ
い
て
－
」
 
 

（
北
九
州
大
学
法
政
論
集
第
三
巻
四
号
）
 
 

「
一
九
三
二
年
の
反
ナ
チ
統
一
戦
線
問
題
－
ド
イ
ツ
共
産
党
の
動
向
を
中
心
と
し
て
－
」
 
 

（
法
政
研
究
第
四
五
巻
第
二
号
）
 
 

「
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
初
期
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
認
識
－
ド
イ
ツ
共
産
党
の
分
析
と
の
関
連
を
中
心
に
ー
」
 
 

（
法
政
研
究
第
四
六
巻
第
二
号
）
 
 

「
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
制
期
の
統
一
戦
線
運
動
－
成
立
条
件
に
関
す
る
一
試
論
－
」
 
 

（
法
政
研
究
第
四
六
巻
第
二
～
四
合
併
号
）
 
 

「
ド
イ
ツ
共
産
主
義
運
動
の
《
個
性
》
－
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
と
（
国
民
的
伝
統
）
 
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
ー
」
 
 

（
法
政
研
究
第
四
七
巻
第
二
～
四
合
併
号
）
 
 

「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
化
過
程
に
お
け
る
『
不
可
逆
点
』
と
統
一
戦
線
－
プ
ー
ラ
ン
ツ
ァ
ス
の
所
論
に
よ
せ
て
の
覚
書
 
 

（
法
政
研
究
第
四
九
巻
第
一
～
三
合
併
号
）
 
 

－
」
 
 

「
ス
タ
ー
リ
ン
に
お
け
る
革
命
と
人
間
」
『
歴
史
と
人
間
と
の
対
話
』
 
（
九
州
大
学
公
開
講
座
一
〇
）
 
 

九
州
大
学
出
版
会
 
 

「
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
転
換
－
第
七
回
世
界
大
会
論
ノ
ー
ト
ー
」
 
（
法
政
研
究
第
五
一
巻
第
三
～
四
合
併
号
）
 
 

一
九
八
四
年
 
 

一
九
八
五
年
 
 
 

一
九
八
〇
年
 
 

一
九
七
九
年
 
 

一
九
七
六
年
 
 
 

一
九
七
四
年
 
 

一
九
八
三
年
 
 

一
九
八
一
年
 
 

一
九
七
九
年
 
 

一
九
七
五
年
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「
初
期
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
に
お
け
る
民
族
・
植
民
地
問
題
」
 
 
 

徳
本
正
彦
・
毛
利
敏
彦
・
小
沼
新
編
『
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
動
態
－
日
本
と
ア
ジ
ア
』
九
州
大
学
出
版
会
 
 

「
第
一
回
北
九
州
防
空
演
習
 
（
一
九
三
一
年
七
月
）
－
地
域
に
お
け
る
戦
争
準
備
体
制
形
成
史
ノ
ー
ト
1
」
 
 

（
法
政
研
究
第
五
五
巻
第
二
～
四
合
併
号
）
 
 

「
被
爆
者
論
小
考
－
福
岡
県
内
に
お
け
る
調
査
と
証
言
を
手
掛
か
り
と
し
て
ー
」
 
 

（
法
政
研
究
第
五
六
巻
第
三
～
四
合
併
号
）
 
 

T
h
e
M
e
a
n
－
n
g
O
f
t
h
e
M
O
完
m
e
n
t
f
O
r
N
u
c
－
e
a
r
F
r
e
e
N
O
n
e
L
O
C
a
－
A
u
t
h
O
r
i
t
i
e
s
 
 

。
P
e
a
c
e
i
n
A
s
i
a
t
O
W
a
r
d
s
t
h
e
N
－
s
t
C
e
n
t
u
r
y
。
（
F
a
c
u
－
t
y
O
f
L
a
w
〉
K
y
u
s
h
u
U
n
i
く
e
r
S
i
t
y
）
 
 

「
社
会
主
義
史
に
お
け
る
 
『
一
九
六
八
年
』
1
共
感
か
ら
幻
滅
へ
－
」
 
 

岡
本
宏
編
『
一
九
六
八
年
－
時
代
転
換
へ
の
起
点
』
法
律
文
化
社
 
 

『
歴
史
評
論
』
一
九
九
六
年
一
二
月
号
 
 

「
社
会
主
義
運
動
と
統
一
戦
線
」
 
 

「
『
九
州
・
沖
縄
』
論
小
考
－
視
座
と
し
て
の
『
地
域
』
論
を
め
ざ
し
て
ー
」
 
 

平
井
一
臣
と
の
共
著
 
（
政
治
研
究
第
四
五
号
）
 
 

「
政
治
学
教
育
事
始
め
ー
『
時
代
転
換
期
』
 
に
学
生
と
と
も
に
何
を
考
え
て
い
く
の
か
」
 
 

（
法
政
研
究
第
六
六
巻
第
二
号
）
 
 

「
非
核
自
治
体
運
動
に
つ
い
て
の
覚
書
1
一
試
論
－
」
 
 

「
ド
イ
ツ
共
産
党
の
戦
略
転
換
過
程
1
一
九
三
五
年
～
一
九
三
九
年
1
」
 
（
法
政
研
究
第
五
三
巻
第
二
号
）
 
 

「
統
一
戦
線
の
史
的
発
展
段
階
論
に
つ
い
て
の
覚
書
－
一
九
〇
五
年
か
ら
今
日
ま
で
ー
」
 
 

（
法
政
研
究
第
五
四
巻
第
一
号
）
 
 

（
法
政
研
究
第
五
五
巻
第
二
号
）
 
 

一
九
九
九
年
 
 
 

一
九
八
九
年
 
 

一
九
八
七
年
 
 

一
九
八
八
年
 
 

一
九
九
八
年
 
 

一
九
九
五
年
 
 

一
九
九
六
年
 
 

一
九
九
三
年
 
 

一
九
九
〇
年
 
 

一
九
八
九
年
 
 
 

一
九
八
六
年
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年
表
・
調
査
報
告
書
 
 
 

『
北
九
州
地
方
労
働
運
動
史
年
表
』
 
（
共
編
）
 
 
 

『
北
九
州
地
方
社
会
労
働
史
年
表
』
 
（
共
編
）
 
 
 

『
福
岡
県
被
団
協
「
原
爆
被
害
者
調
査
」
 
（
中
間
報
告
）
』
 
 

「
復
帰
運
動
に
お
け
る
 
『
沖
縄
的
』
 
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
 
『
日
本
的
』
 
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
変
容
と
相
 
 

（
法
政
研
究
第
六
八
巻
第
一
号
）
 
 

剋
」
 
 

薮
野
祐
三
編
『
ア
ジ
ア
太
平
洋
時
代
の
分
権
』
九
州
大
学
出
版
会
 
 

「
分
権
と
民
主
主
義
の
可
能
性
」
 
 

「
ス
ペ
イ
ン
戦
争
と
東
ア
ジ
ア
1
日
朝
中
の
連
繋
に
関
す
る
研
究
準
備
の
た
め
の
覚
書
」
 
 

（
法
政
研
究
第
六
九
巻
第
二
号
）
 
 

D
e
c
e
n
t
r
a
－
i
z
a
t
i
O
n
a
n
d
t
h
e
F
u
t
u
r
e
O
f
D
e
ヨ
O
C
r
a
C
y
表
罫
温
邑
許
容
更
訂
罫
這
官
云
ご
買
≡
さ
 
 

A
s
i
a
n
・
P
a
c
i
f
i
c
C
e
n
t
e
r
 
 

叫
訂
知
N
C
等
c
。
 
 

「
社
会
主
義
者
に
お
け
る
『
性
』
 
と
政
治
－
日
本
の
一
九
二
〇
～
三
〇
年
代
を
中
心
と
し
て
」
 
 

日
本
政
治
学
会
編
『
年
報
政
治
学
二
〇
〇
三
』
岩
波
書
店
 
 

（
法
政
研
究
第
七
〇
巻
第
四
号
）
 
 

「
市
民
・
自
治
体
か
ら
の
安
全
保
障
－
東
ア
ジ
ア
の
な
か
の
福
岡
－
」
 
 

「
国
際
連
合
『
人
間
の
安
全
保
障
』
論
の
意
義
と
問
題
点
」
 
 

『
い
の
ち
・
く
ら
し
・
こ
こ
ろ
ー
福
岡
県
被
団
協
 
（
原
爆
被
害
者
調
査
）
』
 
（
編
集
・
共
同
執
筆
）
 
 

一
九
八
九
年
 
 
 

福
岡
県
原
爆
被
害
者
団
体
協
議
会
 
 

北
九
州
大
学
北
九
州
産
業
社
会
研
究
所
 
 

西
日
本
新
聞
社
 
 

福
岡
県
原
爆
被
害
者
団
体
協
議
会
 
 

（
日
本
の
科
学
者
第
三
九
巻
九
号
）
 
 

二
〇
〇
三
年
 
 

二
〇
〇
四
年
 
 
 

二
〇
〇
四
年
 
 

二
〇
〇
二
年
 
 

二
〇
〇
一
年
 
 

二
〇
〇
二
年
 
 

二
〇
〇
二
年
 
 

一
九
七
八
年
 
 

一
九
八
〇
年
 
 

一
九
八
七
年
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研
究
ノ
ー
ト
・
書
評
・
解
説
・
そ
の
他
 
 
 

「
近
代
日
本
外
交
史
の
時
期
区
分
」
 
（
共
同
執
筆
）
 
『
戦
争
終
結
の
条
件
』
 
（
国
際
政
治
第
四
五
号
）
 
有
斐
閣
 
 
 

毎
日
新
聞
社
 
 
 

信
夫
清
三
郎
編
『
日
本
外
交
史
一
八
五
三
～
一
九
七
二
』
Ⅰ
、
Ⅲ
 
（
編
集
補
助
）
 
 

北
島
平
一
郎
著
『
近
代
外
交
史
－
ナ
ポ
レ
オ
ン
か
ら
カ
イ
ザ
ー
ヘ
』
 
（
創
元
社
、
一
九
七
五
年
刊
）
 
に
つ
い
て
 
 
 

（
政
治
研
究
第
二
三
号
）
 
 
 

（
書
評
）
 
 

辞
典
項
目
『
福
岡
県
百
科
事
典
』
 
（
「
安
保
闘
争
」
「
終
戦
」
「
戦
後
改
革
」
「
朝
鮮
戦
争
」
「
赤
間
文
三
」
「
野
田
 
 
 

卯
太
郎
」
な
ど
の
他
数
項
目
）
 
 

西
日
本
新
聞
社
 
 
 

川
端
正
久
著
『
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
日
本
』
 
（
法
律
文
化
社
、
一
九
八
二
年
刊
）
 
（
書
評
）
 
 

『
日
本
の
科
学
者
』
第
一
八
号
 
（
日
本
科
学
者
会
議
）
 
水
曜
社
刊
 
 
 

（
九
州
歴
史
科
学
研
究
会
会
報
第
一
一
号
）
 
 
 

「
八
三
年
福
岡
県
知
事
選
挙
と
政
治
変
動
」
 
 

（
住
民
と
自
治
一
九
八
七
年
六
月
号
）
 
 
 

「
福
岡
県
知
事
選
『
革
新
統
一
で
圧
勝
』
 
の
意
味
」
 
 

座
談
会
「
第
一
一
回
統
一
地
方
選
の
結
果
を
ど
う
読
む
」
 
（
加
茂
利
男
・
高
橋
進
・
石
川
捷
治
）
 
 

（
住
民
と
自
治
一
九
八
七
年
七
月
号
）
 
 
 

「
戦
時
体
制
と
戦
時
下
の
市
民
生
活
」
 
（
共
同
執
筆
）
 
（
防
空
演
習
、
空
襲
と
疎
開
、
原
爆
第
二
号
機
小
倉
へ
）
 
 

『
朝
鮮
半
島
か
ら
九
州
大
学
に
学
ぶ
1
留
学
生
調
査
（
第
一
次
）
報
告
書
一
九
一
一
～
一
九
六
五
』
 
（
編
集
・
執
 
 

二
〇
〇
二
年
 
 

九
州
大
学
韓
国
研
究
セ
ン
タ
ー
 
 

筆
）
 
 

一
九
八
七
年
 
 

『
北
九
州
市
史
』
近
代
・
現
代
！
行
政
社
会
編
 
北
九
州
市
史
編
さ
ん
室
 
 
 

一
九
八
二
年
 
 

一
九
八
三
年
 
 

一
九
八
三
年
 
 

一
九
八
七
年
 
 

一
九
七
六
年
 
 

一
九
七
二
年
 
 

一
九
七
四
年
 
 

一
九
八
七
年
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座
談
会
 
「
岡
本
宏
教
授
－
そ
の
人
と
学
問
」
（
能
末
法
学
第
七
五
号
）
 
 

「
日
本
政
治
は
ど
こ
へ
行
く
－
転
換
期
と
新
保
守
主
義
」
 
 

（
福
岡
の
暮
ら
し
と
自
治
 
福
岡
県
自
治
体
間
題
研
究
所
、
第
一
九
一
号
）
 
 

「
《
研
究
運
動
》
戦
争
は
な
ぜ
起
き
る
の
か
－
「
統
一
戦
線
」
の
思
想
に
学
ぶ
」
「
『
未
練
学
派
』
で
な
ぜ
悪
い
 
 

－
『
平
和
主
義
』
の
自
壊
と
『
方
向
感
覚
喪
失
状
況
』
」
「
政
治
学
者
の
『
政
治
参
加
』
－
『
五
五
年
体
制
』
 
 

の
崩
壊
と
日
本
の
政
治
学
」
（
住
民
と
自
治
一
九
九
四
年
二
月
号
、
一
九
九
四
年
二
一
月
号
、
一
九
九
五
 
 

年
一
月
号
）
 
 

「
平
成
の
国
家
改
造
戦
略
と
民
衆
運
動
・
住
民
自
治
の
対
抗
1
現
代
の
構
造
と
展
望
を
読
み
解
く
」
 
 

（
福
岡
の
暮
ら
し
と
自
治
 
第
二
三
八
号
）
 
 

「
大
学
院
に
お
け
る
政
治
学
教
育
－
二
一
世
紀
に
向
け
て
－
」
（
日
本
学
術
会
議
五
〇
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
 
 

（
社
会
問
題
月
報
N
〇
．
〕
－
N
、
一
九
八
八
年
九
月
号
）
 
 

「
非
核
自
治
体
運
動
の
拡
大
と
そ
の
意
義
」
 
 

「
地
獄
と
絶
望
を
こ
え
て
明
日
へ
－
福
岡
県
被
団
協
「
原
爆
被
害
者
調
査
」
よ
り
－
」
 
 

『
証
言
1
9
8
9
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
声
』
汐
文
社
 
 

朝
日
新
聞
社
 
 

辞
典
項
目
『
朝
日
人
物
辞
典
』
（
「
具
島
兼
三
郎
」
ほ
か
）
 
 

「
P
K
O
法
案
に
対
す
る
意
見
陳
述
」
第
百
二
十
二
回
国
会
衆
議
院
国
際
平
和
協
力
等
に
関
す
る
特
別
委
員
会
 
 

議
録
第
七
号
 
（
そ
の
二
）
 
 

加
藤
哲
郎
著
『
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
世
界
像
－
世
界
政
党
の
政
治
学
的
研
究
－
』
（
青
木
書
店
、
一
九
九
一
年
 
 

刊
）
 
（
書
評
）
 
 

ム
記
録
集
）
 
 

一
九
九
九
年
 
 
 

日
本
学
術
会
議
政
治
学
研
究
連
絡
委
員
会
 
 

『
季
刊
 
窓
』
一
四
号
 
窓
社
 
 

一
九
九
一
年
 
 

一
九
八
九
年
 
 

一
九
九
〇
年
 
 

一
九
八
八
年
 
 

一
九
九
二
年
 
 

一
九
九
三
年
 
 

一
九
九
三
年
 
 

一
九
九
七
年
 
 

一
九
九
四
年
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学
会
報
告
等
 
 
 

「
近
代
日
本
外
交
史
の
時
期
区
分
」
 
（
共
同
報
告
）
 
日
本
国
際
政
治
学
会
春
季
研
究
大
会
（
明
治
大
学
）
 
 
 

「
一
九
二
三
年
の
ド
イ
ツ
（
革
命
）
！
政
治
危
機
と
統
一
戦
線
∫
」
九
州
法
学
会
第
四
六
回
学
術
大
会
 
（
琉
球
 
 
 

大
学
）
 
 
 

「
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
第
五
回
大
会
論
」
九
州
法
学
会
第
五
一
回
学
術
大
会
 
（
大
分
大
学
）
 
 
 

「
ナ
チ
ズ
ム
と
反
ナ
チ
ズ
ム
一
大
衆
の
動
向
を
中
心
に
ー
」
九
州
法
学
会
第
五
三
回
学
術
大
会
 
（
長
崎
大
学
）
 
 
 

「
ド
イ
ツ
共
産
党
と
（
国
民
的
伝
統
）
i
ワ
イ
マ
ー
ル
期
に
お
け
る
共
産
主
義
運
動
の
（
個
性
）
を
中
心
と
し
 
 
 

て
！
」
日
本
政
治
学
会
一
九
八
〇
年
度
研
究
大
会
 
（
北
九
州
大
学
）
 
 
 

T
h
e
M
e
a
n
i
n
g
O
f
t
h
e
M
O
く
e
ヨ
e
n
t
f
O
r
t
h
e
N
u
c
】
e
a
r
F
r
e
e
N
O
n
e
L
O
C
a
－
A
u
t
h
O
r
i
t
i
e
s
 
 

I
P
R
A
 
（
国
際
平
和
学
会
）
福
岡
国
際
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
 
（
九
州
大
学
）
 
 
 

T
h
e
O
r
i
g
i
n
a
l
E
舛
p
e
r
i
e
n
c
e
O
f
B
e
i
n
g
B
O
ヨ
b
e
d
w
i
t
h
A
t
O
m
i
c
W
e
a
p
O
n
S
a
n
d
t
h
e
P
e
a
c
e
M
O
詔
・
 
 

m
e
ロ
t
i
n
J
a
p
a
コ
 
 

「
憲
法
の
実
現
を
基
軸
に
希
望
の
も
て
る
社
会
を
！
暮
ら
し
の
視
点
か
ら
自
治
と
公
共
性
の
再
生
の
展
望
を
語
 
 

（
福
岡
の
暮
ら
し
と
自
治
三
二
四
号
）
 
 

る
」
 
 

「
日
本
に
お
け
る
韓
国
研
究
の
動
向
報
告
！
最
近
の
学
会
で
の
論
議
お
よ
び
九
州
大
学
の
研
究
を
中
心
と
し
 
 

『
韓
日
関
係
の
総
合
分
析
i
過
去
、
現
在
、
そ
し
て
未
来
』
釜
山
大
学
日
本
研
究
所
 
 
二
〇
〇
三
年
 
 

て
」
 
 

「
小
泉
『
構
造
改
革
』
と
日
本
の
進
路
－
日
本
の
政
治
は
ど
こ
に
行
く
」
 
 （

福
岡
の
暮
ら
し
と
自
治
二
九
五
号
）
 
 

。
C
O
n
f
l
i
c
t
s
i
n
J
a
p
a
n
｝
〉
 
C
E
R
I
パ
リ
 
（
フ
ラ
ン
ス
）
 
 

二
〇
〇
四
年
 
 

二
〇
〇
二
年
 
 

一
九
八
〇
年
 
 

一
九
七
二
年
 
 

一
九
七
五
年
 
 

一
九
七
六
年
 
 
 

一
九
七
一
年
 
 

一
九
九
二
年
 
 
 

一
九
九
二
年
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「
方
向
感
覚
喪
失
状
況
の
行
方
」
日
本
平
和
学
会
九
州
・
沖
縄
地
区
研
究
集
会
（
第
七
回
）
 
（
宮
崎
大
学
）
 
 

「
戦
後
革
新
勢
力
の
衰
退
－
総
括
の
た
め
の
試
論
」
九
州
歴
史
科
学
研
究
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
戦
後
日
本
革
新
 
 

勢
力
の
変
容
と
衰
退
」
 
（
西
南
学
院
大
学
）
 
 

「
時
代
転
換
の
な
か
の
政
治
学
教
育
－
学
生
と
共
に
何
を
考
え
て
い
く
の
か
ー
」
日
本
政
治
学
会
一
九
九
八
年
 
 

度
研
究
大
会
 
（
同
志
社
大
学
）
 
 

日
本
学
術
会
議
五
〇
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
大
学
院
に
お
け
る
政
治
学
教
育
－
二
一
世
紀
に
向
け
て
－
」
 
 

一
九
九
九
年
六
月
一
二
日
、
日
本
学
術
会
議
政
治
学
研
究
連
絡
委
員
会
・
法
学
政
治
学
教
育
制
度
研
究
連
絡
委
 
 

員
会
政
治
学
専
門
委
員
会
 
（
成
棋
大
学
）
 
 

「
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
安
全
保
障
と
九
州
・
沖
縄
」
日
本
平
和
学
会
九
州
・
沖
縄
地
区
研
究
集
会
（
第
一
四
 
 

回
）
 
（
鹿
児
島
大
学
）
 
 

「
二
一
世
紀
に
お
け
る
日
韓
関
係
の
課
題
」
釜
山
外
国
語
大
学
附
属
国
際
関
係
研
究
所
主
催
、
第
一
九
回
学
術
 
 

発
表
会
 
（
韓
国
・
釜
山
外
国
語
大
学
）
 
 

「
大
量
破
壊
兵
器
の
違
法
性
を
め
ぐ
る
政
治
動
向
」
日
本
学
術
会
議
平
和
問
題
研
究
連
絡
委
員
会
公
開
シ
ン
ポ
 
 

ジ
ウ
ム
「
非
核
未
来
の
創
出
と
平
和
文
化
の
形
成
」
 
（
長
崎
原
爆
資
料
館
）
 
 

「
日
本
に
お
け
る
韓
国
研
究
の
動
向
報
告
－
最
近
の
学
会
で
の
論
議
お
よ
び
九
州
大
学
の
研
究
を
中
心
と
し
 
 

て
」
韓
日
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
韓
日
関
係
の
総
合
分
析
－
過
去
、
現
在
、
そ
し
て
未
来
」
 
（
韓
国
・
釜
山
）
 
 

「
九
州
・
福
岡
」
か
ら
見
た
北
東
ア
ジ
ア
地
域
間
協
力
関
係
の
展
望
」
北
東
ア
ジ
ア
地
域
学
国
際
会
議
（
鳥
取
 
 

大
学
地
域
学
部
設
置
記
念
、
鳥
取
県
・
韓
国
江
原
道
・
中
国
吉
林
省
交
流
一
〇
周
年
記
念
）
 
（
鳥
取
大
学
）
 
 

二
〇
〇
一
年
 
 

二
〇
〇
四
年
 
 
 

二
〇
〇
三
年
 
 

二
〇
〇
二
年
 
 

二
〇
〇
一
年
 
 

一
九
九
八
年
 
 

一
九
九
九
年
 
 
 

一
九
九
四
年
 
 

一
九
九
四
年
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